
「北海道・新時代の創造」を支える社会資本整備（除雪）

除雪体制

崩壊の

危機

安全な冬期交通を確保するため、除雪単価の上昇を踏まえた予算確保が必要

■除雪が滞った場合の道路利用者への影響

車両のすれ違いが困難 見通しの悪い横断歩道

車が見え
ないよぉ

すれ違え
ない!!

危険!!

■除排雪に係る財政支援の充実・強化
冬期における円滑な交通確保のため、近年の労務費や諸雑費等の上昇に伴う経費の増加を踏まえ、除排

雪等に必要な予算を確保するとともに、地域の実情に応じた交付金の柔軟な執行に対応すること。また、
少雪時でも除雪業者が経営を維持できるよう最低保証などの制度を創設すること。

■労務費や諸経費率の増加により除雪予算が年々上昇 【労務費、諸経費の上昇率】

単位：㎝

0

100

200

300

400

500

600

700

0

50

100

150

200

250

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

除雪費（国費）

除雪費（単独）

降雪量

○年間降雪量は少雪傾向にあるが経費上昇により除雪費が年々上昇
している。

単位：億円
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○除雪費のうち、単独は増加傾向（道負担の増）
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2020年は2017年に比べ
29％増となっている

これまで同様の増加傾向
が続けば2021年は141％

となる想定

＊除雪トラックなどの標準使用期間は約15年

■保有除雪機械の経過年数

※今後10年で老朽化した機械が71％を占める
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除排雪の現状と課題

【除雪量と除雪費の推移】

(2020の除雪費は過去5ヶ年の平均値から算出した見込額）

■除雪体制の安定的な維持確保

【除雪業者の現状】
・除雪機械の老朽化等による維持的経費の負担増
・オペレーターの高齢化、担い手確保の難しさ
・経営体力の減少（本業（工事量）の減少）など

【気象状況の変化（令和元年）】記録的な小雪


